
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
受
領

答

弁

第

二

一

号

内
閣
衆
質
一
九
七
第
二
一
号

平
成
三
十
年
十
一
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
平
成
二
十
七
年
改
正
労
働
者
派
遣
法
の
運
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
平
成
二
十
七
年
改
正
労
働
者
派
遣
法
の
運
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
契
約
の
更
新
を
行
わ
な
い
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
雇
い
止
め
」
」
、
「
監
視
」
及
び
「
「
雇
い
止
め
」
の
実
態
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
」
（
平
成
十

一
年
労
働
省
告
示
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
第
二
の
八
の
㈡
の
イ
の
規
定
に
違
反
す
る
事
案
を
把
握
し

た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
よ
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
導
又
は

助
言
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
な
お
、
例
え
ば
、
派
遣
先
が
、
当
該
派
遣
先
を
離
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
、
当
該
離
職
の
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
派
遣
労
働
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
法
第
四
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
よ
る
法
第
四
十

一



八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
導
又
は
助
言
そ
の
他
の
措
置
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
な
お
、
例
え
ば
、
指
針
第
二
の
二
の
㈣
の
イ
の
規
定
に
お
い
て
、
派
遣
元
事
業
主
は
、
労
働
者
派
遣
が
終
了
し

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
終
了
の
み
を
理
由
と
し
て
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
（
期

間
を
定
め
な
い
で
雇
用
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
）
を
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す

る
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
よ
る
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
導
又
は
助
言

を
行
う
こ
と
と
な
る
。

二


